
(57)【要約】

【課題】　　新たに設置する無停電電源装置はもとより

、既存の無停電電源装置についても容易に装備してバッ

テリ－液などの液漏れを検出したり、その他、酸性液タ

ンクの液漏れを検出する検出センサ－とそのセンサ－を

備える液漏れ検出装置を提供すること。

【解決手段】　電気絶縁性の帯状ベ－スの表面に、ベ－

スの長さ方向に形成した電極部を有する第１、第２電極

を形成すると共に、第１、第２電極を含む表面を鉛蓄電

池１２の電解液が浸透する保護被膜で被覆した構成の帯

状検出センサ－３１ａ、３１ｂを設け、この帯状検出セ

ンサ－３１ａ、３１ｂの各々を多数の鉛蓄電池１２が収

納された棚枠体３０の受台部３０ａ、３０ｂに取付け、

漏れ出た電解液が帯状検出センサ－に付着することによ

って生ずる帯状検出センサ－の抵抗変化を液漏れ検出装

置の監視部３２が液漏れ発生として検出し警報する構成

となっている。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 容 状 物 か ら 漏 れ 出 る 酸 性 液 を 検 出 す る た め の 検 出 セ ン サ － に お い て 、
　 電 気 絶 縁 性 の 帯 状 薄 板 か ら な る ベ － ス と 、
　 前 記 ベ － ス の 一 面 に 、 そ の 長 さ 方 向 に 沿 っ て 細 長 く 形 成 し た 電 極 部 を 有 す る 第 １ 電 極 と
、
　 前 記 第 １ 電 極 の 電 極 部 に 平 行 さ せ て 細 長 く 形 成 し た 電 極 部 を 有 す る 第 ２ 電 極 と 、
　 第 １ 、 第 ２ 電 極 を 含 む 前 記 ベ － ス の 一 面 に 、 そ の 長 さ 方 向 に 沿 っ て 一 体 的 に 設 け た 酸 性
液 浸 透 性 の 電 気 絶 縁 材 か ら な る 保 護 被 膜 と か ら な り 、
　 漏 れ 出 た 酸 性 液 が 前 記 ベ － ス の 幅 方 向 に 流 れ る よ う に 配 設 す る 構 成 と し た こ と を 特 徴 と
す る 帯 状 検 出 セ ン サ － 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 し た 帯 状 検 出 セ ン サ － に お い て 、
　 前 記 第 １ 電 極 が 、 ベ － ス の 長 さ 方 向 に 沿 っ て 形 成 し た 共 通 電 極 部 と 、 こ の 共 通 電 極 部 か
ら ベ － ス 幅 方 向 に 延 設 し た 中 継 電 極 部 と 、 こ の 中 継 電 極 部 か ら 前 記 共 通 電 極 部 に 平 行 さ せ
て 延 設 し た 平 行 電 極 部 と か ら な り 、
　 前 記 第 ２ 電 極 が 、 ベ － ス の 長 さ 方 向 に 形 成 し た 共 通 電 極 部 と 、 こ の 共 通 電 極 部 か ら ベ －
ス 幅 方 向 に 延 設 し た 中 継 電 極 部 と 、 こ の 中 継 電 極 部 か ら 前 記 共 通 電 極 部 に 平 行 さ せ て 延 設
し 、 前 記 第 １ 電 極 の 平 行 電 極 部 に 対 接 さ せ た 平 行 電 極 部 と か ら な る こ と を 特 徴 と す る 帯 状
検 出 セ ン サ － 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 し た 帯 状 検 出 セ ン サ － に お い て 、
　 前 記 第 １ 電 極 が 、 ベ － ス の 長 さ 方 向 に 沿 っ て 細 長 く 形 成 し た 共 通 電 極 部 と 、 こ の 共 通 電
極 部 か ら 所 定 間 隔 を 設 け て ベ － ス 幅 方 向 に 延 設 し た 多 数 の 中 継 電 極 部 と 、 各 々 の 中 継 電 極
部 か ら 前 記 共 通 電 極 部 に 平 行 さ せ て 延 設 し た 平 行 電 極 部 と か ら な り 、
　 前 記 第 ２ 電 極 が 、 ベ － ス の 長 さ 方 向 に 沿 っ て 細 長 く 形 成 し た 共 通 電 極 部 と 、 こ の 共 通 電
極 部 か ら 所 定 間 隔 を 設 け て ベ － ス 幅 方 向 に 延 設 し 、 第 １ 電 極 の 中 継 電 極 部 各 々 の 中 間 に 形
成 し た 多 数 の 中 継 電 極 部 と 、 各 々 の 中 継 電 極 部 か ら 前 記 共 通 電 極 部 に 平 行 さ せ て 延 設 し 、
第 １ 電 極 の 平 行 電 極 部 に 対 接 さ せ た 平 行 電 極 部 と か ら な る こ と を 特 徴 と す る 帯 状 検 出 セ ン
サ － 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か に 記 載 し た 帯 状 検 出 セ ン サ － に お い て 、
　 プ ラ ス チ ッ ク フ イ ル ム な ど の 可 撓 性 絶 縁 シ － ト を ベ － ス と し 、 そ の 一 面 に 第 １ 、 第 ２ 電
極 を 形 成 し 、 こ れ ら 第 １ 、 第 ２ 電 極 を 含 む ベ － ス の 一 面 に 前 記 し た 電 気 絶 縁 物 を 設 け て 第
１ 、 第 ２ 電 極 を 覆 う 構 成 と し た こ と を 特 徴 と す る 帯 状 検 出 セ ン サ － 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か に 記 載 し た 帯 状 検 出 セ ン サ － に お い て 、
　 前 記 し た 酸 性 液 浸 透 性 の 電 気 絶 縁 材 か ら な る 保 護 被 膜 は 、 塩 基 性 の 官 能 基 を 有 す る 高 分
子 化 合 物 を 含 有 す る 電 気 絶 縁 物 で 構 成 し た こ と を 特 徴 と す る 帯 状 検 出 セ ン サ － 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 １ ～ ５ の い ず れ か に 記 載 し た 帯 状 検 出 セ ン サ － に お い て 、
　 一 つ の ベ － ス 面 に 、 前 記 し た 第 １ 、 第 ２ 電 極 を 一 組 と す る 複 数 組 の 電 極 を 設 け た こ と を
特 徴 と す る 帯 状 検 出 セ ン サ － 。
【 請 求 項 ７ 】
　 蓄 電 池 か ら 漏 れ た 電 解 液 を 検 出 す る 液 漏 れ 検 出 装 置 に お い て 、
　 電 気 絶 縁 性 の 帯 状 薄 板 か ら な る ベ － ス の 一 面 に 、 そ の 長 さ 方 向 に 沿 っ て 細 長 く 形 成 し た
電 極 部 を 有 す る 第 １ 電 極 と 、 第 １ 電 極 に 平 行 さ せ て 細 長 く 形 成 し た 電 極 部 を 有 す る 第 ２ 電
極 と 、 第 １ 、 第 ２ 電 極 を 含 む ベ － ス の 一 面 に 設 け た 電 解 液 浸 透 性 の 電 気 絶 縁 材 か ら な る 保
護 被 膜 と か ら な る 帯 状 検 出 セ ン サ － と 、
　 前 記 第 １ 、 第 ２ 電 極 に 給 電 す る 給 電 手 段 と 、
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　 前 記 検 出 セ ン サ － の 抵 抗 変 化 に 応 動 し て 検 出 動 作 す る 検 出 手 段 と 、
　 こ の 検 出 手 段 の 検 出 動 作 に 応 動 す る 警 報 手 段 と を 備 え 、
　 蓄 電 池 か ら 漏 れ 出 る 電 解 液 の 流 路 に 対 し 、 長 手 方 向 を 直 交 さ せ る よ う に 前 記 帯 状 検 出 セ
ン サ － を 配 設 し 、
　 漏 れ 出 た 電 解 液 が 帯 状 検 出 セ ン サ － に 付 着 す る こ と に よ っ て 生 ず る 帯 状 検 出 セ ン サ － の
抵 抗 変 化 を 前 記 検 出 手 段 が 検 出 し 、 前 記 警 報 手 段 を 警 報 動 作 さ せ る 構 成 と し た こ と を 特 徴
と す る 液 漏 れ 検 出 装 置 。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 容 状 物 か ら 漏 れ 出 た 酸 性 液 、 例 え ば 、 鉛 蓄 電 池 な ど の バ ッ テ リ － か ら 漏 れ 出
た 電 解 液 （ 希 硫 酸 液 ） を 検 出 す る た め の 検 出 セ ン サ － と そ の セ ン サ － を 備 え る 液 漏 れ 検 出
装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 病 院 、 学 校 、 工 場 な ど に は 無 停 電 電 源 装 置 が 設 置 さ れ て い る が 、 こ の 無 停 電 電 源 装 置 に
は 多 数 の 鉛 蓄 電 池 が 備 え ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 図 １ １ は 、 無 停 電 電 源 装 置 の 回 路 例 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
　 図 示 す る よ う に 、 無 停 電 電 源 装 置 は 、 商 用 交 流 電 源 １ １ と 負 荷 と の 間 に 、 鉛 蓄 電 池 （ バ
ッ テ リ － ） １ ２ の 充 電 と 放 電 と を 行 う た め の 整 流 回 路 １ ３ 、 制 御 回 路 １ ４ 、 イ ン バ － タ １
５ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
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　 具 体 的 に は 、 商 用 交 流 電 源 １ １ が 停 電 し な い か ぎ り 、 商 用 交 流 電 圧 Ａ Ｃ が 整 流 回 路 １ ３
に よ っ て 直 流 電 圧 Ｄ Ｃ に 変 換 さ れ 、 こ の 直 流 電 圧 Ｄ Ｃ に よ っ て 鉛 蓄 電 池 １ ２ が 充 電 さ れ る
一 方 、 そ の 直 流 電 圧 Ｄ Ｃ が イ ン バ － タ １ ５ に よ っ て 交 流 電 圧 Ａ Ｃ に 変 換 さ れ て 負 荷 に 供 給
さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 商 用 交 流 電 源 １ １ が 停 電 し た 場 合 は 、 制 御 回 路 １ ４ が 鉛 蓄 電 池 １ ２ を 充 電 か ら 放 電 に 自
動 切 換 え す る 。
　 こ れ に よ り 、 鉛 蓄 電 池 １ ２ が 予 備 電 源 と な り 、 鉛 蓄 電 池 １ ２ か ら 出 力 す る 直 流 電 圧 Ｄ Ｃ
が イ ン バ － タ １ ５ に よ っ て 交 流 電 圧 Ａ Ｃ に 変 換 さ れ て 負 荷 に 供 給 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ま た 、 上 記 し た 無 停 電 電 源 装 置 は 、 商 用 交 流 電 源 １ １ の 停 電 が 回 復 す る と 、 制 御 回 路 １
４ が 充 電 動 作 に 切 換 わ り 、 鉛 蓄 電 池 １ ２ の 充 電 状 態 と な る 。
　 な お 、 こ の 種 の 無 停 電 電 源 装 置 は 、 多 数 の 鉛 蓄 電 池 １ ２ を 台 枠 １ ６ に 設 置 し て 直 列 接 続
と し た 一 つ の バ ッ テ リ － ユ ニ ッ ト と し て 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 上 記 し た よ う な 鉛 蓄 電 池 １ ２ は 、 通 常 時 は 予 備 電 源 と し て 充 電 が 行 な わ れ て い る が 、 設
置 工 事 に よ る 不 備 、 特 異 故 障 、 経 年 使 用 な ど に よ り 、 鉛 蓄 電 池 １ ２ の 内 部 圧 力 が 変 化 し 、
電 極 に 相 当 す る 端 子 部 分 と 電 池 容 器 の 密 封 性 が 低 下 し た り 、 電 池 容 器 に 微 細 な ク ラ ッ ク が
発 生 し 、 電 解 液 が 漏 れ 出 る こ と が あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ の よ う に 漏 れ 出 た 電 解 液 は 台 枠 １ ６ に よ っ て 受 け 止 め て 台 枠 １ ６ 外 に 流 れ 出 る こ と を
防 止 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 し か し な が ら 、 台 枠 １ ６ が 金 属 製 の 場 合 、 鉛 蓄 電 池 １ ２ 内 の 極 板 と 、 台 枠 １ ６ と が 漏 れ
出 た 電 解 液 １ ７ を 介 し て 導 通 し 、 図 中 の 破 線 矢 印 で 示 す よ う に 、 商 用 交 流 電 源 １ １ 、 整 流
回 路 １ ３ 、 鉛 蓄 電 池 １ ２ 、 台 枠 １ ６ に よ る 短 絡 回 路 が 形 成 さ れ る 。
　 電 解 液 は 固 有 抵 抗 が 小 さ い た め に 、 そ の 短 絡 回 路 に は 大 電 流 が 流 れ ス パ － ク が 生 ず る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 台 枠 １ ６ が 樹 脂 製 で あ れ ば 、 鉛 蓄 電 池 １ ２ の 極 板 と 台 枠 １ ６ と の 間 の 電 解 液 １ ７ に よ る
導 通 に つ い て は 回 避 す る こ と が で き る 。
　 し か し 、 複 数 の 鉛 蓄 電 池 １ ２ が 液 漏 れ を 起 こ し た 場 合 、 こ れ ら 鉛 蓄 電 池 １ ２ 間 で 漏 れ た
電 解 液 １ ７ を 介 し て 短 絡 が 生 じ て し ま い 、 電 解 液 １ ７ に よ る 導 通 部 分 に 大 電 流 が 流 れ て ス
パ － ク が 発 生 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 上 記 の よ う に 発 生 す る ス パ － ク は 火 災 の 原 因 と な る お そ れ が あ る た め 、 電 解 液 の 漏 れ の
有 無 を 目 視 で 確 認 す る こ と が 行 な わ れ て い る が 、 一 定 期 間 を お い て 確 認 作 業 を す る こ と は
多 く の 労 力 を 必 要 と し 、 ま た 、 安 全 性 に お い て も 充 分 で は な か っ た 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 こ の 問 題 を 解 決 す る た め 、 鉛 蓄 電 池 １ ２ の 電 解 液 の 漏 れ を 検 出 し 、 液 漏 れ に よ る 事 故 を
未 然 に 防 ぐ こ と が で き る 液 漏 れ 検 出 装 置 が 既 に 提 案 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 １ ２ は 上 記 の 液 漏 れ 検 出 装 置 を 備 え た 無 停 電 電 源 装 置 を 示 し た 回 路 ブ ロ ッ ク 図 で あ る
。
　 液 漏 れ 検 出 装 置 は 監 視 部 １ ８ と 検 出 セ ン サ － と し て の 配 線 シ － ト １ ９ を 備 え 、 配 線 シ －
ト １ ９ を 台 枠 １ ６ 内 に 敷 設 し 、 こ の 配 線 シ － ト １ ９ の 上 面 に 鉛 蓄 電 池 １ ２ が 設 置 し て あ り
、 鉛 蓄 電 池 １ ２ か ら 電 解 液 が 漏 れ 出 た 場 合 に は 、 そ の 電 解 液 が 配 線 シ － ト １ ９ の 面 上 に 流
れ 込 む よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 配 線 シ － ト １ ９ は 、 図 １ ３ に 示 し て あ る 通 り 、 プ ラ ス チ ッ ク フ イ ル ム ２ ０ の 面 上 に 銅 箔
板 を 接 着 剤 に よ っ て 接 着 し た 後 、 エ ッ チ ン グ 加 工 に よ っ て 平 行 ラ イ ン 状 の 検 出 配 線 ２ １ を
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形 成 し た 構 成 と な っ て い る 。
　 な お 、 こ の 配 線 シ － ト １ ９ は 、 検 出 配 線 ２ １ が 電 源 回 路 ２ ２ に よ っ て 給 電 さ れ る 。
　 す な わ ち 、 給 電 端 子 ２ ３ ａ 、 ２ ３ ｂ に よ っ て 給 電 す る 一 方 の 検 出 配 線 を 第 １ 電 極 と し 、
給 電 端 子 ２ ４ ａ 、 ２ ４ ｂ に よ っ て 給 電 す る 他 方 の 検 出 配 線 を 第 ２ 電 極 と し て 交 互 に 接 近 さ
せ て 配 設 し た も の と な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ま た 、 こ の 配 線 シ － ト １ ９ の 面 上 に は 、 電 気 絶 縁 性 の 保 護 被 膜 ２ ５ が 塗 布 さ れ て い る 。
　 こ の 保 護 被 膜 ２ ５ は 、 鉛 蓄 電 池 １ ２ か ら 漏 れ 出 た 電 解 液 が 配 線 シ － ト １ ９ の 面 上 に 流 れ
る こ と に 反 応 し 、 溶 解 し 、 電 解 液 を 浸 透 さ せ る 作 用 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 上 記 の よ う に 構 成 さ れ た 配 線 シ － ト １ ９ に 電 解 液 が 付 着 す る と 、 検 出 配 線 ２ １ の 各 線 間
が 電 解 液 に よ っ て 部 分 的 に 導 通 さ れ る こ と か ら 、 検 出 配 線 ２ １ の 抵 抗 値 が 変 化 す る 。
　 監 視 部 １ ８ の 検 出 回 路 ２ ６ が 上 記 し た 検 出 配 線 ２ １ の 抵 抗 変 化 を 液 漏 れ と し て 検 出 し 、
こ の 検 出 に よ り ブ ザ － な ど の 警 報 器 ２ ７ を 動 作 さ せ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 な お 、 具 体 的 に は 、 配 線 シ － ト １ ９ の 検 出 配 線 ２ １ に は 、 給 電 端 子 ２ ３ ａ 、 ２ ３ ｂ と ２
４ ａ 、 ２ ４ ｂ か ら 常 時 一 定 の 電 圧 （ 例 え ば 、 直 流 電 圧 Ｄ Ｃ ５ ボ ル ト ） が 印 加 し て あ り 、 配
線 シ － ト １ ９ に 電 解 液 が 付 着 し た と き 生 ず る 抵 抗 変 化 を 検 出 電 圧 又 は 検 出 電 流 の 変 化 と し
て 検 出 し て 警 報 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 上 記 し た 液 漏 れ 検 出 装 置 は 、 電 解 液 の 漏 れ を 早 期 に 発 見 し 、 液 漏 れ に よ る 火 災 な ど の 事
故 を 未 然 に 防 止 す る こ と が で き 、 安 全 対 策 の 面 で 有 効 な 検 出 装 置 で あ る 。
　 し か し 、 こ の 液 漏 れ 検 出 装 置 は 、 検 出 セ ン サ － 部 が 幅 広 の 配 線 シ － ト １ ９ に 鉛 蓄 電 池 １
２ を 載 置 す る 構 成 と な る た め に 、 既 存 の 無 停 電 電 源 装 置 に は 装 備 し 難 い と 言 う 問 題 が あ る
。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 具 体 的 に は 、 既 に 設 置 さ れ て い る 無 停 電 電 源 装 置 の バ ッ テ リ － は 、 複 数 段 の 棚 枠 体 に 多
く の 鉛 蓄 電 池 １ ２ を 収 納 さ せ た 一 つ の 電 池 ユ ニ ッ ト 部 と し て 構 成 さ れ て い る こ と か ら 、 各
々 の 鉛 蓄 電 池 １ ２ を 上 記 し た 配 線 シ － ト １ ９ に 載 置 す る 構 成 と す る た め に は 、 そ の 電 池 ユ
ニ ッ ト 部 を 解 体 し て 配 線 シ － ト １ ９ を 敷 設 し 、 再 度 電 池 ユ ニ ッ ト 部 を 組 み 立 て る 作 業 と な
る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 し か も 、 無 停 電 電 源 装 置 は 各 方 面 に 設 置 さ れ 、 多 々 存 在 す る た め に 、 上 記 し た よ う な 配
線 シ － ト １ ９ を 各 々 の 電 池 ユ ニ ッ ト 部 に 敷 設 す る こ と は 実 用 上 困 難 と な る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 願 ２ ０ ０ ３ － １ ４ ０ ３ ９ ９ 出 願
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 発 明 は 、 新 た に 設 置 す る 無 停 電 電 源 装 置 は も と よ り 、 既 存 の 無 停 電 電 源 装 置 に つ い て
も 容 易 に 装 備 し て バ ッ テ リ － 液 の 液 漏 れ を 検 出 し た り 、 そ の 他 、 酸 性 液 タ ン ク の 液 漏 れ を
検 出 す る 検 出 セ ン サ － と そ の セ ン サ － を 備 え る 液 漏 れ 検 出 装 置 を 提 案 す る こ と を 目 的 と す
る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 上 記 し た 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 で は 、 第 １ の 発 明 と し て 、 容 状 物 か ら 漏 れ 出 る 酸
性 液 を 検 出 す る た め の 検 出 セ ン サ － に お い て 、 電 気 絶 縁 性 の 帯 状 薄 板 か ら な る ベ － ス と 、
前 記 ベ － ス の 一 面 に 、 そ の 長 さ 方 向 に 沿 っ て 細 長 く 形 成 し た 電 極 部 を 有 す る 第 １ 電 極 と 、
前 記 第 １ 電 極 の 電 極 部 に 平 行 さ せ て 細 長 く 形 成 し た 電 極 部 を 有 す る 第 ２ 電 極 と 、 第 １ 、 第
２ 電 極 を 含 む 前 記 ベ － ス の 一 面 に 、 そ の 長 さ 方 向 に 沿 っ て 一 体 的 に 設 け た 酸 性 液 浸 透 性 の
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電 気 絶 縁 材 か ら な る 保 護 被 膜 と か ら な り 、 漏 れ 出 た 酸 性 液 が 前 記 ベ － ス の 幅 方 向 に 流 れ る
よ う に 配 設 す る 構 成 と し た こ と を 特 徴 と す る 帯 状 検 出 セ ン サ － を 提 案 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 第 ２ の 発 明 と し て は 、 上 記 し た 第 １ の 発 明 の 帯 状 検 出 セ ン サ － に お い て 、 前 記 第 １ 電 極
が 、 ベ － ス の 長 さ 方 向 に 沿 っ て 形 成 し た 共 通 電 極 部 と 、 こ の 共 通 電 極 部 か ら ベ － ス 幅 方 向
に 延 設 し た 中 継 電 極 部 と 、 こ の 中 継 電 極 部 か ら 前 記 共 通 電 極 部 に 平 行 さ せ て 延 設 し た 平 行
電 極 部 と か ら な り 、 前 記 第 ２ 電 極 が 、 ベ － ス の 長 さ 方 向 に 形 成 し た 共 通 電 極 部 と 、 こ の 共
通 電 極 部 か ら ベ － ス 幅 方 向 に 延 設 し た 中 継 電 極 部 と 、 こ の 中 継 電 極 部 か ら 前 記 共 通 電 極 部
に 平 行 さ せ て 延 設 し 、 前 記 第 １ 電 極 の 平 行 電 極 部 に 対 接 さ せ た 平 行 電 極 部 と か ら な る こ と
を 特 徴 と す る 帯 状 検 出 セ ン サ － を 提 案 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 第 ３ の 発 明 と し て は 、 上 記 し た 第 １ の 発 明 の 帯 状 検 出 セ ン サ － に お い て 、 前 記 第 １ 電 極
が 、 ベ － ス の 長 さ 方 向 に 沿 っ て 細 長 く 形 成 し た 共 通 電 極 部 と 、 こ の 共 通 電 極 部 か ら 所 定 間
隔 を 設 け て ベ － ス 幅 方 向 に 延 設 し た 多 数 の 中 継 電 極 部 と 、 各 々 の 中 継 電 極 部 か ら 前 記 共 通
電 極 部 に 平 行 さ せ て 延 設 し た 平 行 電 極 部 と か ら な り 、 前 記 第 ２ 電 極 が 、 ベ － ス の 長 さ 方 向
に 沿 っ て 細 長 く 形 成 し た 共 通 電 極 部 と 、 こ の 共 通 電 極 部 か ら 所 定 間 隔 を 設 け て ベ － ス 幅 方
向 に 延 設 し 、 第 １ 電 極 の 中 継 電 極 部 各 々 の 中 間 に 形 成 し た 多 数 の 中 継 電 極 部 と 、 各 々 の 中
継 電 極 部 か ら 前 記 共 通 電 極 部 に 平 行 さ せ て 延 設 し 、 第 １ 電 極 の 平 行 電 極 部 に 対 接 さ せ た 平
行 電 極 部 と か ら な る こ と を 特 徴 と す る 帯 状 検 出 セ ン サ － を 提 案 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 第 ４ の 発 明 と し て は 、 上 記 し た 第 １ ～ 第 ３ の 発 明 の い ず れ か の 帯 状 検 出 セ ン サ － に お い
て 、 プ ラ ス チ ッ ク フ イ ル ム な ど の 可 撓 性 絶 縁 シ － ト を ベ － ス と し 、 そ の 一 面 に 第 １ 、 第 ２
電 極 を 形 成 し 、 こ れ ら 第 １ 、 第 ２ 電 極 を 含 む ベ － ス の 一 面 に 前 記 し た 電 気 絶 縁 物 を 設 け て
第 １ 、 第 ２ 電 極 を 覆 う 構 成 と し た こ と を 特 徴 と す る 帯 状 検 出 セ ン サ － を 提 案 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 第 ５ の 発 明 と し て は 、 上 記 第 １ ～ 第 ４ の 発 明 の い ず れ か の 帯 状 検 出 セ ン サ － に お い て 、
前 記 し た 酸 性 液 浸 透 性 の 電 気 絶 縁 材 か ら な る 保 護 被 膜 は 、 塩 基 性 の 官 能 基 を 有 す る 高 分 子
化 合 物 を 含 有 す る 電 気 絶 縁 材 で 構 成 し た こ と を 特 徴 と す る 帯 状 検 出 セ ン サ － を 提 案 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 第 ６ の 発 明 と し て は 、 上 記 し た 第 １ ～ 第 ５ の 発 明 の い ず れ か の 帯 状 検 出 セ ン サ － に お い
て 、 一 つ の ベ － ス 面 に 、 前 記 し た 第 １ 、 第 ２ 電 極 を 一 組 と す る 複 数 組 の 電 極 を 設 け た こ と
を 特 徴 と す る 帯 状 検 出 セ ン サ － を 提 案 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 第 ７ の 発 明 と し て は 、 蓄 電 池 か ら 漏 れ た 電 解 液 を 検 出 す る 液 漏 れ 検 出 装 置 に お い て 、 電
気 絶 縁 性 の 帯 状 薄 板 か ら な る ベ － ス の 一 面 に 、 そ の 長 さ 方 向 に 沿 っ て 細 長 く 形 成 し た 電 極
部 を 有 す る 第 １ 電 極 と 、 第 １ 電 極 に 平 行 さ せ て 細 長 く 形 成 し た 電 極 部 を 有 す る 第 ２ 電 極 と
、 第 １ 、 第 ２ 電 極 を 含 む ベ － ス の 一 面 に 設 け た 電 解 液 浸 透 性 の 電 気 絶 縁 材 か ら な る 保 護 被
膜 と か ら な る 帯 状 検 出 セ ン サ － と 、 前 記 第 １ 、 第 ２ 電 極 に 給 電 す る 給 電 手 段 と 、 前 記 検 出
セ ン サ － の 抵 抗 変 化 に 応 動 し て 検 出 動 作 す る 検 出 手 段 と 、 こ の 検 出 手 段 の 検 出 動 作 に 応 動
す る 警 報 手 段 と を 備 え 、 蓄 電 池 か ら 漏 れ 出 る 電 解 液 の 流 路 に 対 し 、 長 手 方 向 を 直 交 さ せ る
よ う に 前 記 帯 状 検 出 セ ン サ － を 配 設 し 、 漏 れ 出 た 電 解 液 が 帯 状 検 出 セ ン サ － に 付 着 す る こ
と に よ っ て 生 ず る 帯 状 検 出 セ ン サ － の 抵 抗 変 化 を 前 記 検 出 手 段 が 検 出 し 、 前 記 警 報 手 段 を
警 報 動 作 さ せ る 構 成 と し た こ と を 特 徴 と す る 液 漏 れ 検 出 装 置 を 提 案 す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 第 １ ～ 第 ３ の 発 明 の 帯 状 検 出 セ ン サ － は 、 小 幅 の 長 尺 状 の も の と な る の で 、 液 漏 れ 通 路
と な る 容 状 物 の 所 定 部 所 、 或 い は 、 容 状 物 が 収 納 さ れ る 棚 枠 体 の 液 漏 れ 通 路 部 所 な ど に 配
設 す る こ と が で き る 。
　 な お 、 帯 状 検 出 セ ン サ － の 配 設 は 、 接 着 剤 に よ っ て 取 付 け 、 ま た 、 ね じ 止 め す る な ど の
方 法 で 取 付 け る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ３ １ 】
　 上 記 の よ う に 配 設 す る 帯 状 検 出 セ ン サ － は 、 漏 れ 出 た 酸 性 液 が そ の 幅 方 向 に 流 れ る 。
　 す な わ ち 、 帯 状 検 出 セ ン サ － の 第 １ 、 第 ２ 電 極 が 主 に 長 さ 方 向 に 延 設 し た 電 極 部 に よ っ
て 形 成 さ れ て い る こ と か ら 、 酸 性 液 が 第 １ 、 第 ２ 電 極 を 横 切 る 方 向 に 流 れ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 こ の 結 果 、 酸 性 液 が 帯 状 検 出 セ ン サ － の ど の 部 分 に 付 着 し て も 、 保 護 被 膜 を 浸 透 し 、 溶
解 し た 酸 性 液 に よ っ て 第 １ 、 第 ２ 電 極 間 の 電 気 絶 縁 が 低 下 し 、 液 漏 れ に よ る 抵 抗 変 化 を 確
実 に 検 出 で き る 検 出 セ ン サ － と な る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ま た 、 特 に 、 第 ３ の 発 明 の 帯 状 検 出 セ ン サ － は 、 第 １ 電 極 の 中 継 電 極 と 第 ２ 電 極 の 中 継
電 極 と の 間 が ユ ニ ッ ト と な っ た 電 極 部 分 と な る 。
　 す な わ ち 、 こ の 帯 状 検 出 セ ン サ － は 、 ユ ニ ッ ト 化 さ れ た 多 数 の 電 極 部 分 が 連 続 形 成 さ れ
た も の と な る の で 、 配 設 距 離 に 合 せ て 任 意 位 置 で 切 断 し て 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 第 ４ の 発 明 の 帯 状 検 出 セ ン サ － は 、 配 設 部 所 に し た が っ て 折 り 曲 げ で き る 可 撓 性 の セ ン
サ － の 構 成 例 で あ り 、 第 ５ の 発 明 の 帯 状 検 出 セ ン サ － は 、 保 護 被 膜 と し て 好 ま し い 電 気 絶
縁 物 の 資 材 例 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 第 ６ の 発 明 の 帯 状 検 出 セ ン サ － は 、 電 極 数 を 増 加 し 検 出 精 度 を 向 上 さ せ た 検 出 セ ン サ －
で あ る 。
　 第 ７ の 発 明 は 、 鉛 蓄 電 池 の 液 漏 れ を 上 記 し た 帯 状 検 出 セ ン サ － に よ っ て 検 出 す る 構 成 の
液 漏 れ 検 出 装 置 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 次 に 、 本 発 明 を 無 停 電 電 源 装 置 に 実 施 し た 実 施 形 態 に つ い て 図 面 に 沿 っ て 説 明 す る 。
　 図 １ は 、 無 停 電 電 源 装 置 の 電 池 ユ ニ ッ ト 部 を 示 す 簡 略 図 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 こ の 電 池 ユ ニ ッ ト 部 は 、 棚 枠 体 ３ ０ の 受 台 部 ３ ０ ａ 、 ３ ０ ｂ に 多 数 の 鉛 蓄 電 池 １ ２ を 載
置 し た 構 成 と な っ て い る 。
　 な お 、 鉛 蓄 電 池 １ ２ は 、 電 極 端 子 を 有 す る 正 面 側 が 横 向 き と な る よ う に 収 納 さ れ て お り
、 ま た 、 各 々 の 鉛 蓄 電 池 １ ２ が 直 列 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 ま た 、 こ の 電 池 ユ ニ ッ ト 部 に は 、 棚 枠 体 ３ ０ の 受 台 部 ３ ０ ａ の 前 面 に 帯 状 検 出 セ ン サ －
３ １ ａ が 、 受 台 部 ３ ０ ｂ の 前 面 に は 帯 状 検 出 セ ン サ － ３ １ ｂ が 配 設 し て あ る 。
　 つ ま り 、 受 台 部 ３ ０ ａ 、 ３ ０ ｂ は 横 長 の 前 面 形 状 と な っ て い る か ら 、 図 示 す る 如 く 、 こ
れ ら 受 台 部 ３ ０ ａ 、 ３ ０ ｂ の 前 面 に 帯 状 検 出 セ ン サ － ３ １ ａ 、 ３ １ ｂ を 横 長 に 取 付 け て あ
る 。
　 な お 、 帯 状 検 出 セ ン サ － ３ １ ａ 、 ３ １ ｂ の 取 付 け は 、 接 着 剤 に よ っ て 接 着 し 、 或 い は 、
ね じ な ど に よ っ て 止 着 す る こ と が で き る 他 、 ベ － ス ３ ６ の 裏 面 に 両 面 接 着 テ － プ を 張 り 合
わ せ 、 こ の 接 着 テ － プ で 接 着 す る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 帯 状 検 出 セ ン サ － ３ １ ａ 、 ３ １ ｂ は 、 従 来 例 の 液 漏 れ 検 出 装 置 と 同 様 の 液 漏 れ 検 出 装 置
の 電 源 回 路 ３ ３ に よ っ て 一 定 電 圧 （ 例 え ば 、 直 流 電 圧 Ｄ Ｃ ５ ボ ル ト ） で 給 電 す る 。
　 そ し て 、 鉛 蓄 電 池 １ ２ か ら 漏 れ 出 た 電 解 液 が 帯 状 検 出 セ ン サ － ３ １ ａ 、 ３ １ ｂ の 一 方 に
、 ま た は 、 両 セ ン サ － に 付 着 し た と き 、 検 出 回 路 ３ ４ が 帯 状 検 出 セ ン サ － ３ １ ａ 及 び ／ 又
は ３ １ ｂ に 生 ず る 抵 抗 変 化 を 検 出 し 、 警 報 器 ３ ５ を 動 作 さ せ る 。
　 な お 、 警 報 器 ３ ５ と し て は 、 ラ ン プ 、 ブ ザ － 、 サ イ レ ン な ど の 他 に 、 警 報 伝 達 シ ス テ ム
な ど を 備 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 上 記 し た 帯 状 検 出 セ ン サ － ３ １ ａ と ３ １ ｂ と は 同 じ 構 成 の も の で あ る の で 、 図 ２ に 拡 大
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し て 示 し た 帯 状 検 出 セ ン サ － ３ １ ａ に つ い て 説 明 す る 。
　 な お 、 図 ２ （ Ａ ） は 帯 状 検 出 セ ン サ － ３ １ ａ の 一 部 切 欠 き 正 面 図 、 図 ２ （ Ｂ ） は 図 ２ （
Ａ ） 上 の Ａ － Ａ 線 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 図 示 す る よ う に 、 帯 状 検 出 セ ン サ － ３ １ ａ は 、 帯 状 薄 板 か ら な る ベ － ス ３ ６ の 一 面 に 、
第 １ 電 極 ３ ７ と 第 ２ 電 極 ３ ８ と を 形 成 し 、 さ ら に 、 第 １ 電 極 ３ ７ と 第 ２ 電 極 ３ ８ と を 含 む
ベ － ス の 一 面 ほ ぼ 全 体 に 保 護 被 膜 ３ ９ を 一 体 的 に 設 け た 構 成 と し て あ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 ベ － ス ３ ６ は 、 電 解 液 を 遮 断 す る 材 料 で 、 か つ 、 難 燃 性 を 有 す る 材 料 を シ － ト 状 に 形 成
し た も の で 、 例 え ば 、 難 燃 性 ポ リ エ ス テ ル 、 難 燃 性 ポ リ イ ミ ド な ど を 用 い る こ と が で き る
。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 第 １ 電 極 ３ ７ と 第 ２ 電 極 ３ ８ は 、 銅 、 ア ル ミ ニ ウ ム 、 鉄 な ど の 導 電 性 材 料 を 、 メ ッ キ 或
い は 印 刷 、 又 は こ れ ら の 組 み 合 わ せ に よ っ て ベ － ス ３ ６ の 表 面 に 形 成 す る こ と が で き る 。
　 な お 、 第 １ 電 極 ３ ７ 及 び 第 ２ 電 極 ３ ８ に つ い て は 、 ベ － ス ３ ６ の 面 上 に 接 着 剤 に よ っ て
銅 箔 板 を 接 着 し た 後 、 エ ッ チ ン グ 加 工 に よ っ て 電 極 パ タ － ン を 形 成 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 ま た 、 第 １ 電 極 ３ ７ は 、 ベ － ス ３ ６ の 一 側 寄 り に ベ － ス の 長 さ 方 向 に 沿 っ て 形 成 し た 共
通 電 極 部 ３ ７ ａ と 、 こ の 共 通 電 極 部 ３ ７ ａ か ら ベ － ス 幅 方 向 に 所 定 間 隔 を 設 け て 延 設 し た
多 数 の 中 継 電 極 部 ３ ７ ｂ と 、 各 々 の 中 継 電 極 部 ３ ７ ｂ か ら 共 通 電 極 部 ３ ７ ａ に 平 行 さ せ て
延 設 し た 複 数 の 平 行 電 極 部 ３ ７ ｃ と か ら な る 電 極 パ タ － ン と な っ て い る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 第 ２ 電 極 ３ ８ は 、 ベ － ス ３ ６ の 他 側 寄 り に ベ － ス の 長 さ 方 向 に 直 線 的 に 形 成 し た 共 通 電
極 部 ３ ８ ａ と 、 こ の 共 通 電 極 部 ３ ８ ａ か ら ベ － ス 幅 方 向 に 所 定 の 間 隔 を 設 け て 延 設 し 、 第
１ 電 極 ３ ７ の 中 継 電 極 部 ３ ７ ｂ 各 々 の 中 間 に 形 成 し た 多 数 の 中 継 電 極 部 ３ ８ ｂ と 、 各 々 の
中 継 電 極 部 ３ ８ ｂ か ら 共 通 電 極 部 ３ ８ ａ に 平 行 さ せ て 延 設 し 、 第 １ 電 極 ３ ７ の 平 行 電 極 部
３ ７ ｃ に 対 接 さ せ た 複 数 の 平 行 電 極 部 ３ ８ ｃ と か ら な る 電 極 パ タ － ン と な っ て い る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 上 記 の よ う に 形 成 し た 第 １ 電 極 ３ ７ と 第 ２ 電 極 ３ ８ は 、 中 継 電 極 部 ３ ７ ｂ と 中 継 電 極 部
３ ８ ｂ と の 間 が 図 示 領 域 Ｄ の よ う に 、 一 つ の ユ ニ ッ ト と な っ た 電 極 パ タ － ン が 形 成 さ れ る
。
　 つ ま り 、 各 々 の 中 継 電 極 部 ３ ７ ｂ と ３ ８ ｂ と で 形 成 さ れ る 多 数 の ユ ニ ッ ト 化 さ れ た 電 極
パ タ － ン が 連 続 形 成 さ れ た 帯 状 検 出 セ ン サ － ３ １ ａ と な る の で 、 途 中 の 長 さ 位 置 で 切 断 し
て も セ ン サ － 機 能 を 失 わ な い 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 し た が っ て 、 配 設 す る 部 所 の 距 離 に 合 せ た セ ン サ － 長 さ に 切 断 し て 使 用 す る こ と が で き
る 便 利 な 帯 状 検 出 セ ン サ － ３ １ ａ と な る 。
　 な お 、 ベ － ス ３ ６ の 一 端 部 に は 、 第 １ 電 極 ３ ７ の 給 電 端 子 ３ ７ ｄ と 第 ２ 電 極 ３ ８ の 給 電
端 子 ３ ８ ｄ と を 設 け 、 こ れ ら 給 電 端 子 ３ ７ ｄ 、 ３ ８ ｄ に コ ネ ク タ ４ ０ を 半 田 付 け し 、 こ の
コ ネ ク タ ４ ０ を 介 し て 給 電 す る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 さ ら に 、 第 １ 電 極 ３ ７ と 第 ２ 電 極 ３ ８ と の 電 極 部 間 隔 は 、 ０ ． １ ｍ ｍ ～ １ ． ６ ｍ ｍ と す
る こ と が で き 、 好 ま し く は 、 ０ ． ２ ｍ ｍ ～ １ ． ２ ｍ ｍ 、 更 に 好 ま し く は 、 ０ ． ５ ｍ ｍ ～ １
． ０ ｍ ｍ と す る 。
　 電 極 間 隔 が ０ ． １ ｍ ｍ 以 下 で は 、 電 極 の 作 成 が 困 難 に な る こ と に 加 え 、 電 極 作 成 時 に 発
生 す る 短 絡 な ど の 問 題 が 生 じ る た め に 好 ま し く な い 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 ま た 、 電 極 間 隔 を １ ． ６ ｍ ｍ 以 上 と す る と 、 検 出 セ ン サ － ３ １ に 酸 性 液 が 付 着 し て も 、
電 極 間 に 酸 性 液 体 が 留 ま ら な い こ と が 多 く な る か ら 、 検 出 で き な い 場 合 が 生 じ る た め に 好
ま し く な い 。
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【 ０ ０ ５ ０ 】
　 ま た 、 １ ユ ニ ッ ト の 電 極 パ タ － ン の 長 さ を 短 く す れ ば 切 断 に よ る 検 出 機 能 の 損 失 が 少 な
く な る 。
　 し た が っ て 、 １ ユ ニ ッ ト の 電 極 パ タ － ン の 長 さ と し て は 任 意 に 設 定 可 能 で あ る が 、 好 ま
し く は 、 ０ ． ５ ｍ ｍ ～ ２ ０ ０ ｍ ｍ で あ り 、 更 に 好 ま し く は 、 １ ０ ｍ ｍ ～ １ ０ ０ ｍ ｍ で あ る
。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 １ ユ ニ ッ ト を ０ ． ５ ｍ ｍ 以 下 と す る と 、 電 極 の 幅 や 回 路 パ タ － ン が 極 め て 微 細 と な り 、
こ の こ と に よ り 精 度 の 要 求 か ら コ ス ト の 上 昇 に つ な が る の で 好 ま し く な く 実 質 的 に ０ ． ５
ｍ ｍ 以 下 に す る 必 要 が な い と 考 え ら れ る 。
　 ２ ０ ０ ｍ ｍ 以 上 と す る と 、 切 断 さ れ る 端 末 ユ ニ ッ ト の 切 断 部 位 に よ っ て 最 大 ２ ０ ０ ｍ ｍ
以 上 の 帯 状 検 出 セ ン サ － ３ １ ａ が そ の 検 出 機 能 を 損 失 す る た め に 好 ま し く な い 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 ま た 、 第 １ 電 極 ３ ７ と 第 ２ 電 極 ３ ８ を １ 組 と す る 電 極 構 成 で も よ い が 、 好 ま し く は ３ 組
以 上 、 よ り 好 ま し く は ５ 組 以 上 の 電 極 を 備 え る 。
　 １ 組 の 電 極 の 場 合 は 、 場 合 に よ っ て は 電 極 間 に 酸 性 液 が 留 ま ら な い 可 能 性 も あ る が 、 ３
組 以 上 と す れ ば 酸 性 液 が 留 ま る 確 率 が 高 ま る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 し か し 、 電 極 組 数 を 多 く す る ほ ど 帯 状 検 出 セ ン サ － ３ １ ａ の 幅 が 広 く な り 、 狭 い 部 所 へ
の 設 置 が 困 難 と な る か ら 、 電 極 組 数 と し て は １ ０ 組 以 内 が 好 ま し い 。 よ り 好 ま し く は ８ 組
以 内 で あ り 、 さ ら に 好 ま し く は ６ 組 以 内 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 一 方 、 保 護 被 膜 ３ ９ は 、 電 解 液 な ど の 酸 性 液 に 反 応 し て 電 気 絶 縁 性 が 低 下 す る 電 気 絶 縁
材 か ら 構 成 し て あ る 。
　 こ の 保 護 被 膜 ３ ９ は 、 ベ － ス ３ ６ 、 第 １ 電 極 ３ ７ 、 第 ２ 電 極 ３ ８ の 表 面 に 電 気 絶 縁 材 を
塗 装 し 、 乾 燥 さ せ る こ と に よ っ て 形 成 さ れ る 塗 膜 、 若 し く は 電 気 絶 縁 材 で 形 成 し た 被 覆 シ
－ ト を ベ － ス ３ ６ 、 第 １ 電 極 ３ ７ 、 第 ２ 電 極 ３ ８ の 表 面 に 張 り 付 け る こ と に よ っ て 形 成 す
る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 上 記 の 保 護 被 膜 ３ ９ は 、 通 常 状 態 で は 、 第 １ 電 極 ３ ７ と 第 ２ 電 極 ３ ８ と を 被 覆 、 保 護 し
、 ま た 、 鉛 蓄 電 池 １ ２ か ら 漏 れ 出 た 電 解 液 が 付 着 す る こ と に よ っ て 、 電 解 液 に 反 応 し 、 第
１ 電 極 ３ ７ と 第 ２ 電 極 ３ ８ と を 導 通 状 態 と す る も の で あ る 。
　 電 解 液 と 反 応 し て 溶 解 す る 保 護 被 膜 ３ ９ と し て は 、 塩 基 性 の 官 能 基 を 有 す る 高 分 子 化 合
物 を 含 有 す る 電 気 絶 縁 材 が 適 当 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 上 記 の よ う に 構 成 し た 帯 状 検 出 セ ン サ － ３ １ ａ 、 ３ １ ｂ は 、 図 １ に 示 す よ う に そ の 長 手
方 向 を 横 向 き と し て 棚 枠 体 ３ ０ の 受 台 部 ３ ０ ａ 、 ３ ０ ｂ に 取 付 け て あ る の で 、 い ず れ の 鉛
蓄 電 池 １ ２ が 液 漏 れ し て も 確 実 に 検 出 す る こ と が で き る 。
　 そ の 上 、 こ の 帯 状 検 出 セ ン サ － ３ １ ａ 、 ３ １ ｂ は 、 主 電 極 と な っ て い る 共 通 電 極 部 ３ ７
ａ 、 ３ ８ ａ と 平 行 電 極 部 ３ ７ ｃ 、 ３ ８ ｃ が ベ － ス ３ ６ の 長 さ 方 向 に 延 設 さ れ て い る た め 、
漏 れ た 電 解 液 が こ れ ら 電 極 部 に 対 し て 直 交 す る 方 向 に 流 れ る 。
　 こ の 結 果 、 検 出 精 度 の 高 い 帯 状 検 出 セ ン サ － と な る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 図 ３ は 、 帯 状 検 出 セ ン サ － ３ １ ａ 、 ３ １ ｂ を 構 成 す る 他 の 検 出 セ ン サ － ４ １ を 示 し た 図
で あ る 。
　 な お 、 こ の 検 出 セ ン サ － ４ １ は 電 極 パ タ － ン を 変 え た だ け で 、 そ の 他 は 上 記 し た 帯 状 検
出 セ ン サ － ３ １ ａ と 同 じ 構 成 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 こ の 検 出 セ ン サ － ４ １ で は 、 第 １ 電 極 ４ ２ が 、 ベ － ス ４ ４ の 長 さ 方 向 に 形 成 し た 共 通 電
極 部 ４ ２ ａ と 、 こ の 共 通 電 極 部 ４ ２ ａ か ら ベ － ス 幅 方 向 に 延 設 し た 中 継 電 極 部 ４ ２ ｂ と 、
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中 継 電 極 部 ４ ２ ｂ か ら 共 通 電 極 部 ４ ２ ａ に 平 行 さ せ て 延 設 し た 平 行 電 極 部 ４ ２ ｃ と か ら 形
成 し た く し 型 電 極 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 同 様 に 第 ２ 電 極 ４ ３ も く し 型 電 極 と な っ て お り 、 共 通 電 極 部 ４ ３ ａ 、 中 継 電 極 部 ４ ３ ｂ
、 第 １ 電 極 ４ ２ の 平 行 電 極 部 間 に 延 設 し た 平 行 電 極 部 ４ ３ ｃ と か ら 形 成 し て あ る 。
　 な お 、 第 １ 電 極 ４ ２ の 給 電 端 子 ４ ２ ｄ と 第 ２ 電 極 ４ ３ の 給 電 端 子 ４ ３ ｄ と に コ ネ ク タ ４
５ を 接 続 し 、 第 １ 電 極 ４ ２ と 第 ２ 電 極 ４ ３ と に 給 電 す る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 こ の 検 出 セ ン サ － ４ １ は 、 漏 れ 出 た 電 解 液 が 主 た る 電 極 部 と な っ て い る 共 通 電 極 部 ４ ２
ａ 、 ４ ３ ａ と 平 行 電 極 部 ４ ２ ｃ 、 ４ ３ ｃ を 横 切 る よ う に 流 れ る こ と か ら 、 検 出 精 度 の 高 い
検 出 セ ン サ － ４ １ と な る 。
　 た だ し 、 途 中 で 切 断 す る と 、 検 出 機 能 を 失 う の で 、 配 設 部 所 の 距 離 に 合 せ た 長 さ 寸 法 に
設 定 す る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 図 ４ 、 図 ５ は 、 帯 状 検 出 セ ン サ － の 配 設 位 置 を 変 え た 他 の 実 施 形 態 を 示 す 。
　 図 ４ の 実 施 形 態 は 、 棚 枠 体 ３ ０ に 収 納 さ れ て い る 鉛 蓄 電 池 １ ２ が 、 電 極 端 子 の あ る 正 面
側 が 上 向 き と な っ て い る 場 合 で 、 こ の よ う に 収 納 さ れ て い る 鉛 蓄 電 池 １ ２ に つ い て は 、 図
示 す る よ う に 、 個 々 の 鉛 蓄 電 池 １ ２ の 側 面 部 所 に 帯 状 検 出 セ ン サ － ５ ０ を 巻 き 付 け る よ う
に 取 付 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 ま た 、 棚 枠 体 ３ ０ に 収 納 さ れ た 鉛 蓄 電 池 １ ２ の 前 面 側 と な る 受 台 部 ３ ０ ａ に ス ペ － ス が
あ る よ う な 場 合 は 、 図 ５ に 示 し た よ う に 、 受 台 部 ３ ０ ａ の 面 上 に 帯 状 検 出 セ ン サ － ５ １ を
横 長 に し て 取 付 け る こ と が 好 ま し い 。
　 な お 、 図 ４ に 示 し た 帯 状 検 出 セ ン サ － ５ ０ と 図 ５ に 示 し た 帯 状 検 出 セ ン サ － ５ １ は 、 図
２ 、 図 ３ に 示 し た 帯 状 検 出 セ ン サ － ３ １ ａ 、 ４ １ と 同 様 の も の で あ る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 次 に 、 本 発 明 を 実 際 に 実 施 し た 一 実 施 例 に つ い て 図 ６ ～ 図 １ ０ に 沿 っ て 説 明 す る 。
　 図 ６ は 無 停 電 電 源 装 置 に 備 え ら れ た 電 池 ユ ニ ッ ト 部 を 示 す 。
　 こ の 電 池 ユ ニ ッ ト 部 は 、 棚 枠 体 ６ ０ が ４ 段 の 受 台 部 ６ ０ ａ ～ ６ ０ ｄ を 有 し 、 各 々 の 受 台
部 に 鉛 蓄 電 池 １ ２ が 前 向 き と な る よ う に し て 収 納 さ れ 、 ま た 、 各 々 の 鉛 蓄 電 池 １ ２ が 接 続
部 材 ６ １ に よ っ て 直 列 に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 そ し て 、 各 々 の 受 台 部 ６ ０ ａ ～ ６ ０ ｄ の 前 面 に 、 帯 状 検 出 セ ン サ － ６ ２ ａ 、 ６ ２ ｂ 、 ６
２ ｃ 、 ６ ２ ｄ が 取 付 け て あ る 。
　 こ の 帯 状 検 出 セ ン サ － ６ ２ ａ ～ ６ ２ ｄ は 、 図 ７ に 示 し た 通 り 、 図 ２ に 示 し た 帯 状 検 出 セ
ン サ － ３ １ ａ と 同 様 の 構 成 の も の で あ る 。
　 な お 、 図 ７ に は 帯 状 検 出 セ ン サ － ６ ２ ａ の み が 示 し て あ る 。
　 具 体 的 に は 、 １ ． ２ ０ ０ ｍ ｍ の 長 さ の 帯 状 検 出 セ ン サ － を 製 作 し 、 受 台 部 の 横 長 寸 法 に
合 せ て 切 断 し て 取 付 け て あ る 。
　 な お 、 帯 状 検 出 セ ン サ － は 、 現 在 １ ． ７ ０ ０ ｍ ｍ ～ １ ． ８ ０ ０ ｍ ｍ の 長 さ の も の が 製 作
で き る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 ま た 、 図 ７ に 示 す 帯 状 検 出 セ ン サ － ６ ２ ａ は 、 図 ８ 、 図 ９ に 部 分 図 と し て 示 し た よ う に
、 帯 状 の ポ リ エ ス テ ル フ イ ル ム を ベ － ス ６ ３ と し 、 そ の 表 面 に 接 着 剤 に よ っ て 銅 箔 板 を 接
着 し 、 そ の 後 、 エ ッ チ ン グ 加 工 に よ り 図 ２ に 示 す 第 １ 電 極 ３ ７ 及 び 第 ２ 電 極 ３ ８ と 同 様 の
第 １ 電 極 ６ ４ と 第 ２ 電 極 ６ ５ と が 形 成 し て あ る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 さ ら に 、 電 極 を カ バ － す る 保 護 被 膜 ６ ６ は 、 既 に 述 べ た と こ ろ の 電 気 絶 縁 材 を 塗 布 し た
塗 膜 と し て 形 成 と て あ る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
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　 ま た 、 ベ － ス ６ ３ の 裏 面 に 貼 着 剤 ６ ７ を 設 け る と 共 に 、 こ の 貼 着 剤 ６ ７ に 剥 離 自 在 と し
た カ バ － テ － プ ６ ８ が 設 け て あ る 。
　 そ し て 、 帯 状 検 出 セ ン サ － ６ ２ ａ に は 、 そ の 給 電 端 子 ６ ４ ａ 、 ６ ５ ａ に ピ ン 付 き コ ネ ク
タ ６ ９ を 半 田 付 け に よ っ て 固 着 す る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 上 記 の よ う に 構 成 し た 帯 状 検 出 セ ン サ － ６ ２ ａ ～ ６ ２ ｄ は 、 カ バ － テ － プ ６ ８ を 剥 が し
、 ベ － ス ６ ３ の 裏 面 を 各 々 の 受 台 部 ６ ０ ａ ～ ６ ０ ｄ に 張 り 合 わ せ て 取 付 け 、 ま た 、 ピ ン 付
き コ ネ ク タ ６ ９ に は 、 図 １ ０ に 示 し た よ う に 、 リ － ド 線 ７ ０ を 有 す る ピ ン 受 け コ ネ ク タ ７
１ を 接 続 す る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 そ し て 、 図 ６ に 示 し た よ う に 、 各 々 の 帯 状 検 出 セ ン サ － ６ ２ ａ ～ ６ ２ ｄ の ピ ン 付 き コ ネ
ク タ ６ ９ に 接 続 し た ピ ン 受 け コ ネ ク タ ７ １ の リ － ド 線 ７ ０ を 中 継 器 ７ ２ に よ り 幹 線 ７ ３ に
接 続 す る 。
　 す な わ ち 、 各 々 の 帯 状 検 出 セ ン サ － ６ ２ ａ ～ ６ ２ ｄ を 幹 線 ７ ３ に 対 し て 並 列 に 接 続 す る
構 成 と し て あ る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 こ の 幹 線 ７ ３ は 、 既 に 述 べ た と こ ろ の 液 漏 れ 検 出 装 置 の 監 視 部 ３ ２ と 同 様 に 構 成 し た 監
視 部 ７ ４ に 接 続 し て あ る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 本 実 施 例 で は 、 帯 状 検 出 セ ン サ － ６ ２ ａ ～ ６ ２ ｄ の 各 々 が 監 視 部 ７ ４ の 電 源 回 路 に よ っ
て 給 電 さ れ 、 通 常 時 は 第 １ 電 極 ６ ４ と 第 ２ 電 源 ６ ５ の 間 に 一 定 電 圧 が 印 加 さ れ た 状 態 と な
っ て い る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 い ず れ か の 鉛 蓄 電 池 １ ２ に 液 漏 れ が 生 ず る と 、 そ の 電 解 液 は 下 方 に 向 か っ て 流 れ る た め
、 帯 状 検 出 セ ン サ － に 付 着 す る こ と に な る 。
　 こ の 結 果 、 電 解 液 が 付 着 し た 帯 状 検 出 セ ン サ － の 保 護 被 膜 ６ ６ が 反 応 す る た め 、 第 １ 電
極 ６ ４ と 第 ２ 電 極 ６ ５ と の 間 の 絶 縁 抵 抗 が 低 下 し 、 こ れ ら 電 極 間 に 電 流 が 流 れ る よ う に な
る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 監 視 部 ７ ４ の 検 出 回 路 は 、 上 記 の よ う に 流 れ る 電 流 を 検 出 し 、 ま た 、 そ の 電 流 を 電 圧 に
変 換 し て 液 漏 れ が 生 じ た こ と を 検 出 し 、 警 報 器 を 警 報 動 作 さ せ る 。
　 な お 、 本 実 施 例 で は 帯 状 検 出 セ ン サ － ６ ２ ａ ～ ６ ２ ｄ に パ ル ス 給 電 す る よ う に す れ ば 、
第 １ 電 極 ６ ４ と 第 ２ 電 極 ６ ５ と の 間 に 生 ず る こ と が あ る ト ラ ッ キ ン グ を 防 止 す る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 上 記 し た 通 り 、 本 発 明 の 帯 状 検 出 セ ン サ － は 、 電 極 を パ タ － ン 形 成 し た プ リ ン ト 基 板 帯
と し て 作 成 す る こ と が 好 ま し く 、 よ り 好 ま し く は 柔 軟 性 の あ る プ リ ン ト 基 板 帯 と す る 。
　 ま た 、 使 用 す る 部 所 に よ り 難 燃 性 の プ リ ン ト 基 板 帯 と す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 以 上 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 と し て 鉛 蓄 電 池 の 液 漏 れ 検 出 セ ン サ － 及 び 液 漏 れ 検 出 装 置 に
つ い て 説 明 し た が 、 化 学 工 場 に 備 え ら れ て い る 酸 性 液 タ ン ク の 液 漏 れ 検 出 セ ン サ － と そ の
検 出 装 置 と し て も 同 様 に 実 施 す る こ と が で き る 。
　 こ の よ う に 実 施 す る 場 合 は 、 帯 状 検 出 セ ン サ － を タ ン ク 外 周 に 巻 き 付 け る よ う に 設 け る
こ と が で き る 。
　 そ の 他 、 本 発 明 は 、 自 動 車 に 搭 載 さ れ る 蓄 電 池 の 液 漏 れ 検 出 セ ン サ － と そ の 検 出 装 置 と
し て 実 施 す る こ と が で き る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 鉛 蓄 電 池 の 液 漏 れ 検 出 セ ン サ － 、 化 学 工 場 に 備 え ら れ た 酸 性 液 タ ン ク の 液 漏 れ 検 出 セ ン
サ － 、 そ の 他 、 酸 性 液 が 内 装 さ れ た 容 状 物 の 液 漏 れ 検 出 セ ン サ － と 上 記 検 出 セ ン サ － を 備
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え る 液 漏 れ 検 出 装 置 と し て 利 用 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ７ ７ 】
【 図 １ 】 無 停 電 電 源 装 置 の 電 池 ユ ニ ッ ト 部 に 装 備 し た 本 発 明 の 帯 状 検 出 セ ン サ － と 液 漏 れ
検 出 装 置 の 一 実 施 形 態 を 示 す 簡 略 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 ２ （ Ａ ） は 、 上 記 し た 帯 状 検 出 セ ン サ － の 一 部 切 欠 き 拡 大 正 面 図 、 図 ２ （ Ｂ ）
は 、 図 ２ （ Ａ ） 上 の Ａ － Ａ 線 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 上 記 し た 帯 状 検 出 セ ン サ － の 電 極 パ タ － ン を 変 え た 他 の 帯 状 検 出 セ ン サ － を 示 す
図 で あ る 。
【 図 ４ 】 帯 状 検 出 セ ン サ － を 個 々 の 鉛 蓄 電 池 に 巻 き 付 け る よ う に 配 設 し た 図 １ 同 様 の 簡 略
図 で あ る 。
【 図 ５ 】 帯 状 検 出 セ ン サ － の 配 設 位 置 を 変 え た 一 例 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 一 実 施 例 と し て 示 し た 無 停 電 電 源 装 置 の 電 池 ユ ニ ッ ト 部 を 示 す 図 で あ る
。
【 図 ７ 】 上 記 電 池 ユ ニ ッ ト 部 に 備 え た 帯 状 検 出 セ ン サ － の 実 施 例 を 示 す 一 部 切 欠 き 正 面 図
で あ る 。
【 図 ８ 】 図 ７ に 示 し た 帯 状 検 出 セ ン サ － の 拡 大 部 分 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 図 ８ 上 の Ｂ － Ｂ 線 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 図 ６ に 示 す 電 池 ユ ニ ッ ト 部 の 部 分 拡 大 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 無 停 電 電 源 装 置 の 回 路 例 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 液 漏 れ 検 出 装 置 を 備 え た 無 停 電 電 源 装 置 の 従 来 例 を 示 す 回 路 ブ ロ ッ ク 図 で あ る
。
【 図 １ ３ 】 従 来 の 液 漏 れ 検 出 装 置 に 備 え ら れ て い る 検 出 セ ン サ － を 示 す 一 部 切 欠 き 正 面 図
で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ７ ８ 】
１ ２ 　 鉛 蓄 電 池
３ ０ 　 棚 枠 体
３ ０ ａ 、 ３ ０ ｂ 　 受 台 部
３ １ ａ 、 ３ １ ｂ 　 帯 状 検 出 セ ン サ －
３ ２ 　 監 視 部
３ ３ 　 電 源 回 路
３ ４ 　 検 出 回 路
３ ５ 　 警 報 器
３ ６ 　 ベ － ス
３ ７ 　 第 １ 電 極
３ ７ ａ 　 共 通 電 極 部
３ ７ ｂ 　 中 継 電 極 部
３ ７ ｃ 　 平 行 電 極 部
３ ７ ｄ 　 給 電 端 子
３ ８ 　 第 ２ 電 極
３ ８ ａ 　 共 通 電 極 部
３ ８ ｂ 　 中 継 電 極 部
３ ８ ｃ 　 平 行 電 極 部
３ ８ ｄ 　 給 電 端 子
３ ９ 　 保 護 被 膜
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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【 図 １ ０ 】 【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】 【 図 １ ３ 】
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